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子どもゆめ基金 助成活動 

10 月 1 日、岐阜県郡上市のカズホーストレーニングに

て、子どもゆめ基金の助成活動「馬と遊ぼう」を実施しま

した。愛知県長久手市にある児童養護施設「キンダーホル

ト」の子どもたちと、馬とのふれあいを楽しみました。 

 はじめはちょっぴり馬が怖そうだった子どもたち。でも

触ってみたり、ブラシをかけていくうちに、少しずつ距離

が縮まってきました。乗馬では進めや止まれなどの合図を

出したり、速歩の体験もしました。馬小屋そうじは、施設

の方との打ち合わせの際には「臭いと言ってやらないかも

しれません」ともお聞きしていたのですが・・・、みんな

馬のためにと一生懸命に取り組み、お隣の馬小屋まで仕上

げてくれました。今回の体験が、子どもたちにとってきら

りと光る思い出となり、成長を後押しすることにつながる

ことを願っています。そして、子どもたちの笑顔のため、

このご縁を大切にして、今後も続けていくことができれば

と思います。 

 

 

 

 

 秋のプログラム 活動報告 

 馬とのふれあいプログラム（ぐりん・はあと 10/22） 

5 歳～小学 3 年生までの 4 名の参加で、子どもたちは馬と仲良くな

るだけでなく、馬を通して子どもたち同士も仲良くなり、とてもいい時

間が流れていました。 

 

 

 

 

馬とのふれあいプログラム（六甲山牧場 11／12・13） 

12 日（高１～大人対象）は 3 名の参加で行い、馬とのコミュニケー

ションだけでなく、参加者同士のコミュニケーションもあり、馬を通し

て人がつながる機会にもなりました。13 日（3 歳～大人対象）は 6 名、

ご家族での参加もありました。今回は特に、お散歩の時間がそれぞれの

子どもたちにとって大切な時間となったようでした。 

   

   

馬とのふれあいプログラム 

（服部緑地乗馬センター 12／3・4） 

3 日（3 歳～小 2 対象）、4 日（小 2～高 3 対象）共に 3 名の参加で行

い、のんびりじっくり馬とふれあい、それぞれのペースで馬と仲良くな

りました。 

 

3 月の活動予定 

来年 3 月には、新しいプログラムを予定しています。 

一つは、3 月 26 日（日）に六甲山牧場にて、ボランティ

アを対象とした馬とのコミュニケーション体験を行います。

これまでにボランティアとして活動してくれた方だけでな

く、これからボランティアを希望される方も参加 OK です。

もう一つは、春休み期間に、尾張旭市の乗馬施設でのプロ

グラムを検討中です。2 つとも、次号通信でお知らせします

が、その前にブログや FB でもお知らせしていきますので、

気になる方はチェックしてみてくださいね。 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おすすめの本 

『ばしゃにのって』 

作：とよたかずひこ 出版：アリス館 

「うららちゃんののりものえほん」のシリーズの最新

刊です。うららちゃんは馬車の御者。おりたいところで

「ぴんぽーん」というと、馬車が止まってくれます。犬

が降りたいときには「ワンポーン」。じゃあ猫は・・・？

どんな動物がおりてくるのか、そして 

何と言うのか、楽しみながら読める 

絵本です。先日のプログラムの最後に、 

小さな子どもたちに読んだところ、と 

ても楽しんでもらえました。 

                   

小須田牧場の馬で、私が最初に乗ったのがダンボーでした。お客さんとして牧場を初めて訪れた大学１年生のとき、

ダンボーで駆歩のレッスンをしてもらいました。当時、乗馬クラブに通って半年程度が経っていましたが、駆歩をする

のは初めてでしたので、ドキドキわくわくしていました。ダンボーはトロッターという種類で、とても揺れが少ない馬

でしたので、初心者の私でも怖いと思うことなく乗ることができました。その後馬場の外に出て、初めて自分一人で馬

を動かすという経験もさせてもらい、ダンボーは乗馬クラブでは味わえなかった乗馬の楽しさを感じさせてくれました。

その後、ファームステイに行くようになってからも、ダンボーと様々な活動を共にしました。引き馬を担当する際に

は、ポニーのネットの次はダンボーでした。また、私が裸馬に初めてチャレンジしたのもダンボーでした。安定感のあ

るダンボーでは速歩や駆歩までできて、とても気持ちよく、「人馬一体」というのをほんの少し感じることができました。

この体験が、ウマキャンプでの「裸馬体験」にもつながっています。 

ウマキャンプでも、たくさんの子どもたちがお世話になりました。乗馬レッスンで走るのが怖いと 

思っている子どもには、ダンボーがぴったりでした。おとなしく、素直で、揺れの少ないダンボーは、 

速歩へのチャレンジをそっと支え続けてくれていました。ダンボーは、２００６年、２８歳で亡くな 

りましたが、みんなの新たなチャレンジをたくさん支えてくれたことに感謝です。 

 

馬のおもちゃ⑭クリスマスピラミッド 

ドイツ・ザイフェンの伝統的なクリスマス飾りであ 

るクリスマスピラミッド。ろうそくを灯すとプロペラ

が回り、中央の人形がくるくると回りだします。どこ

が馬のおもちゃ？と思われるかもしれませんが、サン

タさんの後ろに木馬がついています！細かい飾りもつ

いているので、今は娘の手の届かないところに置き、

クリスマスの日だけろうそくを灯します。 

ドイツのクリスマスマー 

ケットには、巨大なクリス 

マスピラミッドがあり、と 

ても素敵でした。 

編集後記 この秋はプログラムが盛りだくさんでした。通常のプログラムに加え、ホースランド安曇

野で団体プログラムをサポート、子どもゆめ基金の助成活動「馬と遊ぼう」、自主保育の仲間たちとの乗馬キャン

プ（こちらはプライベートですが・・・）などなど、新たなチャレンジがたくさんできました。今後、グループや

団体向けに、希望に応じたプログラムを提供するというような形も行っていきたいと思っています。 

娘はもうすぐ 4 歳、自主保育に毎日楽しく通い、よく歩きよく遊び、たくましく成長中です。11 月に小須田牧

場を訪れた際には、「ジョッキーのブラシがけをする」「ポコの馬小屋を掃除する」などと自分で決めては、意欲的

に取り組み、成長を感じました。「小須田牧場が近くにあったらいいのにねえ」と言いながら、春にまた小須田牧

場に行くことを心待ちにしています。                          （峯﨑 友香理） 


